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(57)【要約】
　洗濯機内槽のアタッチメント構造において、前記アタ
ッチメント構造は、洗濯機内槽の内壁に取り付けられる
薄肉構造である。薄肉構造の洗濯機内槽内部に面する一
側に一連の突起構造（１）が設けられ、前記突起構造（
１）は曲線に沿って配置される。前記洗濯機内槽のアタ
ッチメント構造は、洗濯水が波打つ程度を強めた。さら
にアタッチメント構造に突起構造（１）を設け、衣類を
より良好にもみ洗う効果を実現しただけでなく、一定の
立体水流の効果を実現することもでき、洗濯の清浄度を
高め、より良好なユーザエクスペリエンスが得られる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯機内槽の内壁に取り付けられる薄肉構造であり、薄肉構造の洗濯機内槽内部に面す
る一側に一連の突起構造（１）が設けられ、前記突起構造（１）が曲線に沿って配置され
ることを特徴とする、洗濯機内槽のアタッチメント構造。
【請求項２】
　前記薄肉構造の上部が内槽頂部の近くに取り付けられ、薄肉構造の下部が内槽底部およ
び槽体の接続部分の近くに取り付けられることを特徴とする、請求項１に記載の洗濯機内
槽のアタッチメント構造。
【請求項３】
　前記薄肉構造の全体が長方形であり、薄肉構造の幅が長さの１／５～２／３であり、薄
肉構造の厚さが長さの１／２０～１／５であり、薄肉構造の横断面が円弧形であり、薄肉
構造の縦断面が流線形であることを特徴とする、請求項２に記載の洗濯機内槽のアタッチ
メント構造。
【請求項４】
　前記突起構造（１）および薄肉構造が一体に射出成型され、前記突起構造（１）が半円
球形であることを特徴とする、請求項１に記載の洗濯機内槽のアタッチメント構造。
【請求項５】
　前記突起構造（１）が薄肉構造上に中心対称に配置されることを特徴とする、請求項１
に記載の洗濯機内槽のアタッチメント構造。
【請求項６】
　前記突起構造（１）が配置される曲線が双曲線および正弦曲線を含み、前記双曲線が正
弦曲線の両側に位置することを特徴とする、請求項５に記載の洗濯機内槽のアタッチメン
ト構造。
【請求項７】
　前記正弦曲線が薄肉構造の対角線に沿って設けられ、前記双曲線の焦点がＸ軸上にあり
、双曲線の－Ｘ軸上の１本が正弦曲線の左側に設けられ、双曲線の＋Ｘ軸上の１本が正弦
曲線の右側に設けられ、双曲線の漸近線が、正弦曲線が設けられる薄肉構造の対角線であ
ることを特徴とする、請求項６に記載の洗濯機内槽のアタッチメント構造。
【請求項８】
　前記突起構造（１）の数量が１０～３０個、好ましくは１５～２０個であり、前記突起
構造（１）がそれぞれ双曲線および正弦曲線に沿って配置されることを特徴とする、請求
項６に記載の洗濯機内槽のアタッチメント構造。
【請求項９】
　前記突起構造（１）がネジにより洗濯機内槽の内壁に取り付けられ、薄肉構造の背部に
ネジを取り付けるボス（２）が設けられ、前記ボスのヒケ防止構造が、対応する突起構造
（１）内に隠れることを特徴とする、請求項１に記載の洗濯機内槽のアタッチメント構造
。
【請求項１０】
　前記薄肉構造と洗濯機内槽との間が、継目無しで取り付けられることを特徴とする、請
求項１に記載の洗濯機内槽のアタッチメント構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洗濯機分野に関し、具体的に、洗濯機内槽のアタッチメント構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　既存の洗濯機は通常、洗濯槽、駆動装置、制御装置からなり、このうち洗濯槽は１つの
内槽を含み、使用するとき衣類は内槽に投入する。駆動装置の駆動下で洗濯水から回転水
流が生成され、該水流が衣類に衝撃を与えることにより、衣類に対する洗濯またはすすぎ
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を実現する。衣類の洗浄率は、水流が波打つ程度に影響される。洗浄率を上昇させるため
、既存の洗濯機の内槽壁に、一体に射出成形またはダイカストしてなるリブが設けられる
。このリブの高さおよび形状は一般に比較的単一であり、形成された水流が波打つ程度、
衣類が転がる程度は比較的小さく、洗浄率を上昇させる作用は明らかでない。
【０００３】
　中国特許出願番号第０２２１３８７２．２号の実用新案特許は、洗濯機内槽および内槽
のアタッチメントに関する。これはアタッチメントを含み、アタッチメントは空洞を有す
る流線形の薄肉構造である。これに取付部品が設けられ、アタッチメントはネジにより内
槽壁に取り付けられ、上端は内槽頂部に近い。このように、内槽の回転によりアタッチメ
ントは絶えず衣類を撹拌し、洗濯に関与する。衣類を転がして、からみつかせず、水流が
波打つ程度を高くするため、衣類の洗浄率を上昇させるのに有利である。
【０００４】
　さらに中国特許出願番号第０２２１３８８５．４号の実用新案特許は、洗濯機内槽に関
する。これはアタッチメントを含み、アタッチメントは空洞を有する流線形の薄肉構造で
ある。これに取付部品が設けられ、アタッチメントはネジにより内槽壁に取り付けられ、
上端は内槽頂部に近い。このように、内槽の回転によりアタッチメントは絶えず衣類を撹
拌し、洗濯に関与する。衣類を転がして、からみつかせず、水流が波打つ程度を高くする
ため、衣類の洗浄率を上昇させるのに有利である。
【０００５】
　上記２つの特許は、洗濯機の内槽内にアタッチメント構造を設けることにより、水流が
波打つ程度を高くすることを実現する。既存の技術的問題を解決しているが、上記特許で
設けられたアタッチメント構造は衣類に対する摩擦、損傷が比較的大きい。さらに形成さ
れた波打つ水流の流動方向は単一であり、洗浄効果の上昇は明らかでなく、ユーザエクス
ペリエンスに不利である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】中国実用新案特許出願番号第０２２１３８７２．２号
【特許文献２】中国実用新案特許出願番号第０２２１３８８５．４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、洗濯水が波打つ程度を高くすることができる洗濯機内槽のアタッチメ
ント構造を提供することであり、同時に一定の立体水流を形成することができ、洗濯の清
浄度を高める。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明は以下の技術案を採用する。
　洗濯機内槽のアタッチメント構造において、前記アタッチメント構造は、洗濯機内槽の
内壁に取り付けられる薄肉構造である。薄肉構造の洗濯機内槽内部に面する一側に一連の
突起構造が設けられ、前記突起構造は曲線に沿って配置される。
【０００９】
　さらに、前記薄肉構造の上部は内槽頂部の近くに取り付けられ、薄肉構造の下部は内槽
底部および槽体の接続部分の近くに取り付けられる。
【００１０】
　さらに、前記薄肉構造の全体は長方形であり、薄肉構造の幅は長さの１／５～２／３で
あり、薄肉構造の厚さは長さの１／２０～１／５である。薄肉構造の横断面は円弧形であ
り、薄肉構造の縦断面は流線形である。
【００１１】
　さらに、前記突起構造および薄肉構造は一体に射出成型され、前記突起構造は半円球形
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である。
【００１２】
　さらに、前記突起構造は薄肉構造上に中心対称に配置される。
【００１３】
　さらに、前記突起構造が配置される曲線は双曲線および正弦曲線を含み、前記双曲線は
正弦曲線の両側に位置する。
【００１４】
　さらに、前記正弦曲線は薄肉構造の対角線に沿って設けられる。前記双曲線の焦点はＸ
軸上にあり、双曲線の－Ｘ軸上の１本は正弦曲線の左側に設けられ、双曲線の＋Ｘ軸上の
１本は正弦曲線の右側に設けられる。双曲線の漸近線は、正弦曲線が設けられる薄肉構造
の対角線である。
【００１５】
　さらに、前記突起構造の数量は１０～３０個、好ましくは１５～２０個である。前記突
起構造は、それぞれ双曲線および正弦曲線に沿って配置される。
【００１６】
　さらに、前記突起構造はネジにより洗濯機内槽の内壁に取り付けられる。薄肉構造の背
部にネジを取り付けるボスが設けられ、前記ボスのヒケ防止構造は、対応する突起構造内
に隠れる。
【００１７】
　さらに、前記薄肉構造と洗濯機内槽との間は継目無しで取り付けられる。
【００１８】
　本発明は、新しい構造の洗濯機内槽のアタッチメント構造を提供しており、洗濯水が波
立つ程度を強めた。さらにアタッチメント構造に突起構造を設け、衣類をより良好にもみ
洗う効果を実現しただけでなく、一定の立体水流の効果を実現することもでき、洗濯の清
浄度を高め、より良好なユーザエクスペリエンスが得られる。
【発明の効果】
【００１９】
　上記の技術案を採用することにより、本発明は以下の有益な効果を有する。
　１、本発明の薄肉構造の全体は長方形であり、薄肉構造の幅は長さの１／５～２／３で
あり、薄肉構造の厚さは長さの１／２０～１／５である。薄肉構造の横断面は円弧形であ
り、薄肉構造の縦断面は流線形である。このような構造では、既存の洗濯機内槽のアタッ
チメント構造に対して、サイズについてより大きな表面積を有するが、厚さはより薄い。
これにより、洗濯過程における衣類に対する摩損を軽減した。
【００２０】
　２、本発明の薄肉構造の洗濯機内槽内部に面した一側に、一連の突起構造が設けられる
。突起構造は衣類と接触、摩擦することができ、衣類洗濯の清浄度が上昇した。また、突
起構造が曲線に沿って分散して設けられるため、衣類との接触面積が大きすぎるために、
衣類が大きな面積で摩擦、損傷するのを防止する。
【００２１】
　３、本発明の突起構造は、曲線に沿って設けられる。洗濯過程における時計回りまたは
反時計回りの水流の規則的な運動に対して、アタッチメント構造および突起構造の共同作
用により、運動の軌道を変化させ、水流が波打つ程度を強め、さらに一定の立体水流の効
果を有する。
【００２２】
　４、本発明のネジを取り付けるボスのヒケ防止構造は、突起構造の内部に設けられる。
ボスのヒケ防止作用を良好に示すことができるだけでなく、アタッチメント構造の外観全
体の完全性および美観性を保持している。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本発明のアタッチメント構造を洗濯機内槽に取り付けた取付概要図であ
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る。
【図２】図２は、本発明の立体構造の概要図である。
【図３】図３は、本発明の正面図である。
【図４】図４は、本発明の正面図のＡ－Ａ面に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に、図を組み合わせて、本発明の洗濯機内槽のアタッチメント構造について詳細に
記載する。
　図１、図２、図３、図４に示すように、本発明の洗濯機内槽のアタッチメント構造にお
いて、前記アタッチメント構造は、洗濯機内槽の内壁に取り付けられる薄肉構造である。
薄肉構造の洗濯機内槽内部に面する一側に一連の突起構造１が設けられ、前記突起構造１
は曲線に沿って配置される。
【００２５】
　本発明のアタッチメント構造の主な作用は、水流が波打つ強度を高くすることであり、
そのため内槽におけるアタッチメントの取付および具体的なサイズ、形状は特に重要であ
る。洗濯機内槽内の洗濯水が波打つ強度を高くすることを上から下まで実現するため、本
発明の前記薄肉構造の上部は内槽頂部の近くに取り付けられ、薄肉構造の下部は内槽底部
および槽体の接続部分の近くに取り付けられる。
【００２６】
　さらに、既存の洗濯機内槽のアタッチメント構造は、以下の２つの面において欠点を有
する。１つ目は、アタッチメント構造の洗濯機内槽方向への延伸が大きすぎると、洗濯過
程で衣類に対する障害となり、摩擦が比較的大きくなることである。洗濯水が波打つ強度
が高くなり、衣類の清浄度は上昇したが、衣類に対する摩損も比較的大きい。２つ目は、
アタッチメント構造の洗濯機内槽方向への延伸が小さすぎると、洗濯水が波打つ程度を強
くする効果を良好に示すことができないことである。上記２つの欠点を克服するため、本
発明のアタッチメント構造における薄肉構造の全体は長方形であり、薄肉構造の幅は長さ
の１／５～２／３であり、薄肉構造の厚さは長さの１／２０～１／５である。薄肉構造の
横断面は円弧形であり、薄肉構造の縦断面は流線形である。本発明のアタッチメント構造
の全体サイズは、外表面積が既存のアタッチメント構造よりさらに大きく、洗濯水流の作
用時間が長くなる。厚さは比較的薄いが、薄肉構造の外表面の突起構造により、洗濯水流
との作用効果が高くなり、さらに衣類との間の摩擦作用が高くなり、衣類洗濯の清浄度が
上昇する。突起構造は、衣類が大きい面積で摩損しないように分散して設けられ、より良
好に衣類を保護することができる。
【００２７】
　本発明のアタッチメント構造は、射出成型工程により一回の成型で製造される。製造工
程を簡略化するため、本発明の突起構造１は薄肉構造と一体に射出成型される。突起構造
の具体的な形状は設計されたものでよく、長方体の小塊、楕円形の小塊、またはその他の
不規則な立体構造に設計することができる。好ましくは、本発明の突起構造１は半円球形
であり、半円球形は水流をより良好に誘導することができ、さらに衣類が引っ掛かって破
損するのを防止する。
【００２８】
　本発明は既存技術に存在する技術的問題を克服するため、進歩性として突起構造１を曲
線に沿って設置する。したがって、本発明の突起構造１の具体的な設置方式は、本発明の
技術的効果に対する影響が大きい。
【００２９】
　洗濯機内槽中の水流は衣類を洗濯するとき、絶えず時計回りおよび反時計回りに回転す
るため、本発明のアタッチメント構造は２つの方向の洗濯水に作用しなければならない。
したがって、本発明の突起構造１を薄肉構造上に中心対称に配置することにより、時計回
りおよび反時計回りの２つの方向の水流に対して同じ作用を実現した。
【００３０】
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　洗濯過程における洗濯水の流動方向の分析および作用力の分析に基づくと、薄肉構造上
の突起構造の具体的な設置方式によって、水流の方向はある程度変化する。したがって、
本発明の突起構造１が配置される曲線は双曲線および正弦曲線を含み、前記双曲線は正弦
曲線の両側に位置する。
【００３１】
　具体的に、前記正弦曲線は薄肉構造の対角線に沿って設けられる。前記双曲線の焦点は
Ｘ軸上にあり、双曲線の－Ｘ軸上の１本は正弦曲線の左側に設けられ、双曲線の＋Ｘ軸上
の１本は正弦曲線の右側に設けられ、双曲線の漸近線は正弦曲線が設けられる薄肉構造の
対角線である。このように設けることにより、水流が時計回りおよび反時計回りに回転す
るとき、突起構造１の作用により方向をある程度変えることができる。さらに本発明のア
タッチメント構造は、一般に、洗濯機内槽の両側に対称に取り付けられるため、２つのア
タッチメント構造の水流に対する作用は異なり、一定の範囲内で立体水流を形成すること
ができる。そのため本発明のアタッチメント構造は、水流が波打つ強度を高くする作用を
実現することができるだけでなく、一定の立体水流を得ることもでき、衣類洗濯の清浄度
が上昇した。
【００３２】
　本発明の突起構造１の数量は、実際の需要に基づいて設計することができ、本発明の突
起構造１の数量は１０～３０個、好ましくは１５～２０個である。前記突起構造は、それ
ぞれ双曲線および正弦曲線に沿って配置される。
【００３３】
　本発明の突起構造１は、ネジにより洗濯機内槽の内壁に取り付けられる。薄肉構造の背
部にネジを取り付けるボス２が設けられ、前記ボスのヒケ防止構造は対応する突起構造１
内に隠れる。ボスの背部にヒケが生じる問題に対して、よく見られる解決案はヒケ防止構
造を設けることであり、具体的なヒケ防止構造は、根元に肉盗み構造を設けることである
。根元の肉盗み構造とは、ボスの外側円柱面における孔縁とピンとを同時に上側に延伸さ
せることであり、このときボスの根元のプラスチック材料はそれほど集中せず、冷却が十
分であると、ヒケの防止に対して良好な効果を有する。本発明はボスのヒケ防止構造を突
起構造の内部に設け、ヒケ防止の作用を実現しただけでなく、アタッチメント構造の外観
全体の完全性および美観性を保証している。洗濯過程において、衣類がアタッチメント構
造と内槽との間に挟まるのを防止するため、本発明のアタッチメント構造の薄肉構造と洗
濯機内槽との間は、継目無しで取り付けられる。
【００３４】
　以上の記載は本発明の好ましい実施例に過ぎず、本発明をどのような形式でも制限しな
い。本発明は好ましい実施例により、すでに上記のように開示したが、本発明を限定する
ものではない。当業者は本発明の技術案を逸脱しない範囲内で、上記の技術内容を利用し
て、同等に変化した同等の実施例に変更または修飾することができるが、いずれも本発明
の技術案の内容を逸脱しない。本発明の技術的本質に基づいて、上記実施例に対して行う
いかなる簡単な修正、同等の変化および修飾も、本発明案の範囲内に属する。
【符号の説明】
【００３５】
　１　突起構造
　２　ボス
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